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（令和８年３月定例会）

特集 行財政変革で未来に向けた基盤の構築を！

裏表紙のインタビューもご覧ください
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ながいずみキッズ、大募集！
◀応募はこちらから

文化センター整備事業
� 5億2, 743万円

乳児等通園支援保育室運営管理費
（こども誰でも通園制度）� 58万円

福祉会館施設整備事業
� ４, ５００万円

RSウイルス予防接種事業
� １, 224万円

62年長泉小学校
築年数 約86,000人

令和７年度延べ利用者数

大規模改修で�
� より利用しやすい施設へ
文化センター整備事業�
� 5億２，７４３万円

施設の利用環境の向上を図るため、８月から
13ヵ月間休館し、照明のLED化やトイレの洋
式化、空調設備、ホール天井脱落防止等の大規
模改修を実施する。

質疑Pick up!  �天井にワイヤーを設置
し床への落下を防止

問 ホール天井脱落防止対策の工法は。
答 吊り天井梁の部分にワイヤーを設置し、

大規模災害時に天井が脱落した場合でも、床へ
の落下を一時的に防ぐフェイルセーフ工法で改
修を行う。

学校施設整備基本方針�
� 長寿命化も視野に見直し
学校施設整備基本方針見直し事業�
� ８1０万円

近年の建築費や資材費の記録的な高騰を受け、
学校ごとに建て替えを順次行う方針について、
長寿命化も視野に見直しを行う。

質疑Pick up!  �劣化状況を調査し今後
の方針を検討

問 長泉小学校と南小学校の耐用年数評価調
査はどのような業務か。
答 建物の構造体の劣化状況を調査し、耐用

年数として評価するもの。これにより今後何年
程度活用可能か把握し、建て替えか長寿命化改
修を検討する資料として活用できる。

ぼくたちの未来、だいじょうぶ？

令和８年度予算
新年度のお金の使い方を中心に審議
した３月定例会。令和８年度は過去最
大の約102億円の税収入を見込む一方、
行財政の取組として約200項目・約３
億円の歳出予算削減となります。変革
による事業の見直しや効率化と住民満
足度の向上をどう両立するのか！
そんな視点で審議しました。

行財政変革で、

未来に向けた
� 基盤の構築を！

＼議員が取材 People's Voice／
きっと・ずっと・もっと

「大規模改修で安全な施設に」
文化センター整備事業は大きな予算ではありますが、安心
安全を考えると改修せざるを得ないと思います。
� （下土狩　土屋さん親子）

議会が注目
� 新年度の事業

  きっと・ずっと・もっと  「調査で安心な学校に」
子どもたちがお世話になる小学校ですので、安心安全に通学
できるように調査をお願いします。
� （竹原　渡邊さんファミリー）

＼議員が取材 People's Voice／
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企業誘致を促進し�
� 経済活性化
地域産業立地事業費補助金�
� ８, ０６０万円

企業誘致を促進し、地域産業の高度化及び経済
の活性化に寄与するため、町内へ進出する企業
に対して土地取得費・新規雇用者数に応じて県
との協調により補助金を交付するもの。

質疑Pick up!  �令和８年度進出企業に
補助金を交付

問 制度及び対象企業、補助内容は。
答 町内に立地した企業に対し、用地取得費

と新規雇用に係る経費の一部を県と協調し補助
するもの。対象企業は長泉一色工業団地の隣接
地にて令和８年度操業開始予定の木材加工機材
の製造企業。補助内容は用地取得費の20％、
7, 860万円及び新規雇用１人あたり100
万円を２人分、200万円となる。

最大 4億円

地域産業立地事業費補助金額

本格運用開始！�
� こども誰でも通園制度
乳児等通園支援保育室運営管理費�
（こども誰でも通園制度）� ５８万円

保護者の就労などの要件を問わずに子ども１人
につき月10時間を上限とし、時間単位で保育
施設などを利用でき、保育士から育児に関して
アドバイスも受けることもできる「こども誰で
も通園制度」の本格運用を開始するもの。

質疑Pick up!  �利用時間の超過は�
１日1,800円

問 利用予定時間を超過した場合はどのよう
に対応するのか。
答 長泉町緊急保育事業実施要綱による緊急

保育として預かり対応を行う。超過した部分の
利用料は１日あたり1, 800円としている。

300円

こども誰でも通園制度利用料（１時間）

こども誰でも通園制度の
詳細はこちら▶

  きっと・ずっと・もっと  「親子にとって大切な時間に」
家で子育てをしていると、大変さや孤独を感じることがあります。この制度
は子どもにとっても新しい経験の機会、親としても少しホッとできる大切な
時間になると思います。� （下土狩　吉田さんファミリー）

＼議員が取材 People's Voice／

中央保育園２階に新設「Plutt」工業団地隣接地に新しい企業が進出

北小学校グラウンド　令和７年度利用者数

約23,000人

北小グラウンドを一新�
� 全照明をLED化
北小学校グラウンド夜間照明ＬＥＤ化改修工事�
� ３, ０００万円

北小学校夜間設備の老朽化に伴い、夜間照明の
ＬＥＤ化改修工事を行うもの。

質疑Pick up!  �今後使用料改定を検討
問 改修後の照度と、改修による使用料の改
定はあるのか。
答 照度については、現状と同規模の照度と

なる。使用料の改定については、今後行財政運
営の変革の一環として検討を進めていく。

約50,000人

令和７年度福祉会館利用者数

エアコン更新で�
� 快適な福祉施設に
福祉会館施設整備事業�
� ４, ５００万円

地域福祉の拠点として様々な福祉サービスが提
供できるよう、地域福祉基金を活用し、福祉会
館の老朽化した空調設備を更新する。

質疑Pick up!  様々な効果に期待
問 改修における光熱費等の削減効果は。
答 更新することで省エネ性能が向上し電気

使用量の削減が見込まれる。現在年間600万
円の光熱費がかかっており、概ね20～30％
程度の削減が期待され年間100万円前後の削
減効果が見込まれる。
また、故障リスクの低減や快適性の向上、温室
効果ガス排出削減などの効果も期待される。

  きっと・ずっと・もっと  「使用できない場合は早めに周知を」
会館はお風呂があるため多くの人が来て、滞在してもらい、交流の場、
出会いの場にもなっています。会議で使用しているのでエアコンの工
事期間で使用できない場合は、日程を早めに教えてほしいです。
� （シニアクラブの役員の皆さん）

＼議員が取材 People's Voice／
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  きっと・ずっと・もっと  「予防接種はとても重要」
予防接種で重症化が防げる事は大変重要なことだと思っています。長泉町は子供の
医療費負担がないことも大変ありがたく思っています。� （下土狩　榑林さん親子）

＼議員が取材 People's Voice／

50％以上

予防接種で胎児の安心を
ＲＳウイルス予防接種事業�
� １, ２２４万円

予防接種により妊婦の体内で作られた抗体が胎
盤を通して胎児に送られることで、新生児及び
乳児におけるＲＳウイルスによる呼吸器疾患の
重症化を予防するため、妊娠28週から36週６
日までの妊婦に対して予防接種を行う。

質疑Pick up!  無料で予防接種可能�
問 接種見込みと接種単価および接種者の自
己負担額は。
答 対象者は400人を想定しており、１回

あたりの接種単価は31, 009円。Ａ類疾病
の定期予防接種となるため自己負担額はない。

約25,000㎡

準備が進む学校施設整備
旧不二精機製造所跡地解体工事�
� １億２, ６００万円

令和６年度に取得した旧不二精機製造所跡地に
おいて、汚染土壌処理や既存建物の解体工事な
どを行うもの。

質疑Pick up!  �解体工事に併せて汚染
土壌を搬出

問 学校を建設する際に再度土壌汚染状況調
査を行うのか。
答 汚染土壌調査の結果を経て解体工事に併

せて汚染土壌の搬出を行うため、その後の土壌
汚染状況調査は必要ない。
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１歳以下RSウイルス感染率旧不二精機製造所跡地敷地面積
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同意第 ４号 長泉町固定資産評価審査委員会委員の選任 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 29 号 長泉町職員の給与に関する条例及び長泉町企業職員の給与の
種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 30 号 長泉町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 31 号 長泉町立保育所等における乳児等のための支援給付に係る利
用料に関する条例 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 32 号 長泉町行政手続条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 33 号 長泉町印鑑条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 34 号 長泉町職員等の旅費に関する条例 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 35 号 長泉町事務手数料条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 36 号 長泉町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 37 号 長泉町精神障害者医療費助成金支給条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 38 号 長泉町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × -
議第 39 号 長泉町火入れに関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 40 号 長泉町消防団条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 41 号 長泉町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 -
議第 42 号 令和７年度長泉町一般会計補正予算（第６回） 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 43 号 令和７年度長泉町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４回） 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 44 号 令和７年度長泉町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 45 号 令和７年度長泉町介護保険事業特別会計補正予算（第３回） 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 46 号 令和７年度長泉町土地取得事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 47 号 令和８年度長泉町一般会計予算 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × -
議第 48 号 令和８年度長泉町国民健康保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × -
議第 49 号 令和８年度長泉町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × -
議第 50 号 令和８年度長泉町介護保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × -
議第 51 号 令和８年度長泉町水道事業会計予算 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 52 号 令和８年度長泉町下水道事業会計予算 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 53 号 令和８年度長泉町土地取得事業特別会計予算 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 54 号 長泉町道路線の廃止 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 55 号 静岡県市町総合事務組合規約の変更 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 -

承第 １号 専決処分の報告及びその承認（令和７年度長泉町一般会計補
正予算（第５回）） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

発議第 ２号 令和８年４月１日から令和８年６月 30 日までの間における
長泉町議会議員の議員報酬の減額に関する条例 可決 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

○は賛成、×は反対、議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ採決に参加します。

を可決30議案
公開します
審議した議案と議員ごとの賛否

映像Pick up! 国保会計予算
反対討論
　福田　明 議員
賛成討論
　髙田昌直 議員 映像は

1時間42分00秒～

令和８年４月１日から令和８年６月30日までの間における
長泉町議会議員の議員の議員報酬の減額に関する条例

議員報酬の減額を通じて、議員も率先して身を引き締め、財政健全化と持続可能な地域発展を目指す
ため、令和８年４月１日から６月30日までの間、議員報酬を３％減額するもの。

中継映像をcheck

映像Pick up! 国保改正条例
反対討論
　福田　明 議員
賛成討論
　髙田昌直 議員 映像は

24分10秒～

映像Pick up! 一般会計予算
反対討論
　福田　明 議員
賛成討論
　大沼正明 議員 映像は

１時間26分30秒～
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町民の関心・議員の視点

一般質問
町のさまざまな課題などについて、議員が
自身の考えや提案も含めて町に考えを聞く

「一般質問」。
議員ごとの視点（着眼点）も見えてきます。

子育て・教育
髙田議員　学校給食費の無償化に対する町の対応は

土山議員　安心して子育てのできるまちづくりを

石川議員　特に支援の必要な児童に対し柔軟な対応を

長野議員　児童生徒にＳＮＳの注意喚起を

くらし
髙田議員　行政サービスに生成ＡＩの活用は

堀内議員　ツインデジタル導入で効率的行政運営を

まちづくり
杉森議員　公共資産から収益を得る自立型財政にシフトを

小永井議員　減らした財政調整基金の回復は

石川議員　多様な人材を幅広く確保するための手立ては

長野議員　行政運営に町民をどう取り込むか

福田議員　重点政策を選定する予算編成の考え方は

防災・交通
大沼議員　町民の生活に関わる法律改正への対応は

堀内議員　小規模火災でも防災計画での救済措置を

P.9

P.10

P.13

P.14

P.9

P.17

P.11

P.12

P.13

P.14

P.16

P.15

P.17

３月議会では９人が登壇

「あなたはどの視点に共感しますか？」

映像でも
見られます

答
弁

正
確
な
情
報
提
供
を
行
い
対
応
し
て
い
く

答
弁

業
務
定
着
に
よ
り
、よ
り
一
層
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る

問
　

今
後
の
学
校
給
食
費
の
改
定
に

対
す
る
基
本
的
な
考
え
は
。

答
　

令
和
８
年
度
か
ら
小
学
校
給
食

費
を
月
額
５
，５
０
０
円
に
引
き
上

げ
を
予
定
し
て
い
る
が
、
国
の
「
学

校
給
食
費
の
抜
本
的
な
負
担
軽
減

（
い
わ
ゆ
る
給
食
無
償
化
）」
で
国
の

定
め
る
児
童
一
人
当
た
り
の
支
援
基

準
額
は
１
か
月
５
，２
０
０
円
で
あ

り
、
３
０
０
円
の
差
額
が
生
じ
る
。

令
和
８
年
度
は
こ
の
差
額
に
国
の
重

点
支
援
交
付
金
を
充
当
し
保
護
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
予
定
。
今
後
は
、

物
価
変
動
や
給
食
無
償
化
の
運
用
状

況
な
ど
を
考
慮
し
、
毎
年
度
適
正
な

給
食
費
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　

国
の
基
準
額
と
町
の
給
食
費
と

の
差
額
が
継
続
的
に
生
じ
た
場
合
の

対
応
は
。

答
　

令
和
９
年
度
以
降
の
国
の
基
準

額
と
町
給
食
費
と
の
差
額
が
生
じ
た

場
合
に
は
国
の
制
度
運
用
や
交
付
金

な
ど
の
有
無
、
保
護
者
負
担
に
関
す

る
他
市
町
の
対
応
状
況
に
加
え
、
町

の
財
政
状
況
も
十
分
に
勘
案
し
た
中

で
、
慎
重
に
判
断
す
る
。

問
　

国
の
給
食
費
無
償
化
に
関
す
る

正
確
な
情
報
提
供
が
必
要
で
あ
る

が
、
町
の
考
え
は
。

答
　

よ
り
丁
寧
な
対
応
を
図
る
た

め
、
学
校
と
保
護
者
の
連
絡
手
段
で

あ
る
Ｃ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
通
じ

て
、
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

町
広
報
、
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
て
い
く
。

問
　

ど
の
よ
う
な
業
務
に
生
成
A
Ｉ

を
活
用
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
導
入

に
よ
る
効
果
や
成
果
は
。

答
　

令
和
７
年
度
か
ら
実
証
導
入
し

て
お
り
、
会
議
録
の
作
成
や
校
正
、

情
報
収
集
や
調
査
な
ど
、
業
務
の
効

率
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
削
減
で
き

た
時
間
は
約
５
６
３
時
間
と
な
る
。

問
　

今
後
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
で
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
施
策

は
。答　

Ｈ
Ｐ
で
24
時
間
対
応
可
能
な
自

動
回
答
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
検
討
し
て
い

る
。問　

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
す
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
。

答
　

高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
行
政

専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
管
理
さ
れ
、

情
報
漏
洩
な
ど
の
懸
念
は
極
め
て
少

な
い
と
考
え
る
。

問
　

学
校
教
育
で
児
童
生
徒
が
生
成

Ａ
Ｉ
を
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答
　

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
際
し
て

は
、
学
習
指
導
要
領
に
示
す
資
質
・

能
力
の
育
成
に
つ
な
が
る
の
か
、
教

育
活
動
の
目
的
に
達
す
る
観
点
で
効

果
的
で
あ
る
の
か
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

問
　

生
成
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
教
職
員
の

教
育
は
。

答
　

質
の
高
い
教
育
の
提
供
や
、
学

校
へ
の
信
頼
感
を
高
め
る
た
め
に
も
、

町
独
自
で
計
画
的
に
取
り
組
む
必
要

性
が
あ
る
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
対
す
る
町
の
対
応
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は

安全で栄養バランスのよい学校給食を

学校給食の更なる
充実を図りつつ、
町の財政的なバラ
ンスを含め学校給
食費無償化へ取り
組んでもらいた
い。

髙田 昌直議員の視点
子育て・教育

Ｃラーニング…�出席管理やアンケート、教材配布や保護者からの連絡などが手軽に可能となる学習管理システムの
クラウドサービス。9 8令和8年3月定例会2026.5.1発行

長泉町議会だより［ みらいずみ ］No.218長泉町議会だより［ みらいずみ ］No.218



「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

稼
ぐ
視
点
は
重
要
で
あ
り
民
間
活
用
を
視
野
に
入
れ
る

答
弁

可
能
な
限
り
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
て
い
く

「
稼
ぐ
」
必
要
性
の
考
え
を

問
　

事
務
事
業
削
減
や
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
は
「
縮
小
均
衡
」
に
陥
る
た
め
、

公
共
資
産
か
ら
地
代
や
収
益
を
得
る

自
立
型
財
政
に
シ
フ
ト
す
べ
き
で
は
。

答
　

行
財
政
変
革
の
事
務
事
業
見
直

し
は
、
単
に
経
費
を
削
減
す
る
目
的

で
は
な
く
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
適
正
化

を
図
る
た
め
で
あ
る
。
経
営
感
覚
を

持
ち
、
財
源
を
確
保
し
て
い
く
た
め

の
稼
ぐ
視
点
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
今
後

も
民
間
活
用
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら

新
た
な
財
源
確
保
に
努
め
た
い
。

問
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み
を

「
官
民
合
築
ビ
ル
」
と
し
て
再
開
発

し
、
建
設
・
維
持
コ
ス
ト
を
民
間
資

本
で
賄
う
手
法
を
導
入
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

答
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み
の

今
後
の
あ
り
方
は
、
地
域
性
を
含
め
、

先
ず
は
類
似
機
能
を
持
つ
文
化
セ
ン

タ
ー
と
の
関
係
性
を
整
理
し
な
が
ら
、

行
財
政
変
革
会
議
で
の
議
論
を
踏
ま

え
た
上
で
今
後
の
方
向
性
等
の
検
討

を
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

価
値
を
生
み
出
す
町
へ

問
　

専
門
職
大
学
院
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
や
大
学
院
大
学
を
誘
致

し
、
若
者
が
最
新
技
術
を
学
び
な
が

ら
起
業
で
き
る
「
知
」
の
拠
点
を
整

備
で
き
る
と
考
え
る
が
。

答
　

一
般
的
に
は
設
置
主
体
と
の
協

議
、
安
定
的
な
学
生
確
保
、
教
員
体

制
の
整
備
、
施
設
整
備
費
や
、
運
営

費
に
対
す
る
財
政
負
担
な
ど
多
く
の

課
題
が
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、
当
町

単
独
で
の
実
現
は
容
易
で
は
な
く
、

国
や
県
、
ま
た
広
域
連
携
や
民
間
関

係
機
関
と
の
連
携
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
県
が
掲
げ
る
医
療
田
園
都
市

構
想
に
お
い
て
、
大
学
院
大
学
計
画

の
推
進
に
よ
る
高
度
医
療
人
材
の
集

積
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
構
想
の
も
と
で
当
町
の
役

割
を
担
っ
て
い
く
。

問
　

静
岡
県
知
事
と
町
長
の
ト
ッ
プ

戦
略
対
談
に
よ
り
県
が
掲
げ
る
「
両

利
き
経
営
」
を
本
町
に
取
り
込
み
、

都
市
計
画
規
制
の
緩
和
や
「
地
域
未

来
基
金
」
の
重
点
投
資
の
実
現
を
。

答
　

規
制
の
緩
和
は
無
秩
序
な
開
発

を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
土
地
利

用
の
協
議
を
進
め
、
国
、
県
が
進
め

る
「
地
域
未
来
基
金
」
も
、
現
時
点

で
は
具
体
的
な
方
針
や
制
度
が
示
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
町
と
し
て
具
体

的
な
制
度
設
計
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
県
と
の
関
係
も
、
様
々
な
行
政

課
題
に
お
い
て
緊
密
な
連
携
を
図
っ

て
き
て
お
り
、
首
長
同
士
に
お
い
て

も
日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
性
が

築
か
れ
て
い
る
。
特
に
企
業
誘
致
、

防
災
対
策
、
広
域
道
路
網
整
備
、
医

療
・
福
祉
・
健
康
施
策
な
ど
の
広
域

的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
課
題
は
、

担
当
部
局
間
の
協
議
に
加
え
、
必
要

に
応
じ
て
首
長
間
で
直
接
意
見
交
換

を
行
う
な
ど
、
機
動
的
な
対
応
を

図
っ
て
い
る
。
現
時
点
に
お
い
て
定

期
的
な
ト
ッ
プ
会
談
を
設
定
す
る
考

え
は
な
い
が
、
重
要
な
案
件
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
時
機
を
逸
す
る
こ
と

な
く
適
時
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

今
後
と
も
、
静
岡
県
と
の
強
固
な
信

頼
関
係
の
も
と
、
町
の
満
足
度
向
上

と
地
域
の
発
展
に
資
す
る
連
携
を
一

層
推
進
し
て
い
く
。

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

問
　

事
業
の
現
状
と
令
和
６
年
度
と

令
和
７
年
度
の
利
用
状
況
は
。

答
　

令
和
７
年
度
か
ら
産
後
１
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
家
族
や
心
身
の
状
況

に
関
わ
ら
ず
利
用
で
き
る
よ
う
対
象

者
を
拡
大
し
た
こ
と
に
伴
い
、
実
績

も
増
加
し
て
い
る
。

問
　

他
の
市
町
も
受
け
入
れ
の
指
定

施
設
が
同
じ
に
な
っ
て
い
る
が
、
受

け
入
れ
体
制
は
十
分
か
。

答
　

指
定
施
設
ご
と
に
１
日
当
た
り

の
利
用
者
数
の
上
限
が
設
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
希
望
に
沿
う
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
他
の
施
設

や
別
の
日
で
調
整
を
行
う
な
ど
の
対

応
に
よ
り
、
可
能
な
限
り
受
け
入
れ

が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

問
　

指
定
施
設
以
外
の
病
院
な
ど
で

出
産
し
た
場
合
の
対
応
は
。

答
　

指
定
施
設
の
中
に
は
、
そ
こ
で

出
産
さ
れ
た
産
婦
に
限
っ
て
受
け
入

れ
を
し
て
い
る
施
設
も
あ
る
が
、
指

定
施
設
以
外
で
出
産
さ
れ
た
産
婦
に

つ
い
て
も
受
け
入
れ
て
い
る
施
設
が

あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
対
応
可
能
な

施
設
で
調
整
を
行
う
な
ど
産
婦
に
寄

り
添
っ
た
支
援
を
し
て
い
る
。

問
　

父
親
向
け
の
育
児
参
加
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
事
業
内
容
や
参
加
人
数
は
。

答
　

父
親
向
け
の
育
児
参
加
促
進
の

取
り
組
み
と
し
て
、
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
と
併
せ
て
父
子
健
康
手
帳
を

渡
し
て
お
り
、
父
親
に
よ
る
育
児
参

加
の
意
識
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
パ
パ
マ
マ
学
級
を
毎
月
２
回
開

催
し
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
、
育
児
に

関
す
る
知
識
や
父
親
の
か
か
わ
り
方

な
ど
の
内
容
を
講
話
に
盛
り
込
む
と

共
に
、
沐
浴
の
仕
方
を
体
験
す
る
な

ど
産
後
の
育
児
の
イ
メ
ー
ジ
を
深
め

る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
る
。

病
児
保
育
事
業
に
つ
い
て

問
　

利
用
で
き
な
か
っ
た
件
数
と
そ

の
理
由
は
。

答
　

令
和
７
年
度
、
利
用
で
き
な

か
っ
た
件
数
は
、
令
和
８
年
１
月
末

時
点
で
５
件
で
あ
り
、
そ
の
理
由
の

い
ず
れ
も
が
利
用
定
員
に
空
き
が
な

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
利
用
で
き
な

か
っ
た
件
数
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

近
年
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
令
和

６
年
度
途
中
よ
り
保
育
士
を
加
配

し
、
定
員
を
15
名
に
拡
大
し
た
こ
と

に
よ
り
、
令
和
６
年
度
の
10
件
に
比

べ
減
少
傾
向
に
あ
る
。

問
　

利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
に

な
る
が
、
登
録
し
て
い
な
い
場
合
の

受
け
入
れ
対
応
は
。

答
　

利
用
登
録
が
な
い
方
が
、
当
日

利
用
を
希
望
さ
れ
た
場
合
で
も
、
来

院
の
際
に
書
類
を
提
出
し
、
そ
の
場

で
「
利
用
登
録
」
を
行
い
、
利
用
で

き
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

問
　

将
来
的
に
町
内
で
の
病
児
保
育

受
け
入
れ
施
設
の
設
置
可
能
性
に
つ

い
て
調
査
・
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

答
　

看
護
師
及
び
保
育
士
の
確
保

や
、
病
児
保
育
の
た
め
の
新
た
な
実

施
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
医
療
機
関
側

の
負
担
と
な
る
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
町
内
医
療
機
関
で
の
事
業
実
施

を
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。
な
お
、

当
該
事
業
の
利
便
性
向
上
を
図
る
べ

く
、
利
用
児
童
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
タ
ク
シ
ー
代
の
実
費
部
分
に
つ

い
て
、
令
和
８
年
度
よ
り
新
た
に
助

成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
共
資
産
か
ら
収
益
を
得
る
自
立
型
財
政
に
シ
フ
ト
を

安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

民間資本の役所機能が入った、マンション、商業施設を一体
化した官民合築ビルを（現在のコミュニティながいずみ）。

安心して子育てできる環境は、子どもが健やかに育つ社会

事務事業見直しや
コストカットは行き
過ぎれば住民サー
ビスの低下、町の
活力を削ぎかねな
い。稼ぐための投
資を加速すべき。

既存事業にも目を
向け、多くの方に
支援の手が伸びる
よう周知・改善を
していくことが重
要と考える。

杉森 賢二議員の視点 土山 純議員の視点
まちづくり 子育て・教育
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「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

通
年
募
集
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
導
入
を
計
画

答
弁

変
革
に
取
り
組
み
20
億
円
規
模
を
維
持
す
る

答
弁

支
援
が
確
実
に
届
く
よ
う
学
校
と
の
連
携
を
図
る

問
　

職
員
採
用
状
況
・
課
題
は
。

答
　

令
和
８
年
度
の
新
規
採
用
職
員

数
は
事
務
職
５
人
、
幼
稚
園
教
諭
・

保
育
士
４
人
の
計
９
人
を
予
定
し
て

い
る
。
民
間
企
業
の
採
用
活
動
が
堅

調
で
あ
る
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
公

務
員
志
望
者
は
減
少
し
、
大
学
新
卒

程
度
の
事
務
職
の
受
験
者
数
に
お
い

て
は
約
３
割
程
度
減
少
し
て
お
り
、

受
験
者
数
の
確
保
と
他
市
町
を
選
択

す
る
内
定
辞
退
者
へ
の
対
策
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

問
　

募
集
・
採
用
に
苦
慮
す
る
人
材

確
保
へ
の
手
立
て
は
。

答
　

令
和
８
年
度
に
お
い
て
採
用
が

困
難
な
建
築
職
で
は
通
年
募
集
の
実

施
を
、
事
務
職
で
は
通
常
の
試
験
に

加
え
秋
の
試
験
の
実
施
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
学
生
へ
の
将
来
的
な

採
用
促
進
が
期
待
で
き
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
導
入
に
向
け
準
備
を
進

め
る
。

問
　

民
間
ス
キ
ル
を
持
つ
多
様
な
人

材
確
保
に
職
務
換
算
の
見
直
し
を
。

答
　

令
和
６
年
人
事
院
規
則
改
正
以

前
か
ら
民
間
経
験
が
職
務
に
直
結
す

る
専
門
職
に
つ
い
て
は
、
初
任
給
の

決
定
の
際
に
職
務
経
験
年
数
を
１
０

０
分
の
１
０
０
で
換
算
し
て
い
る
。

改
正
後
も
す
べ
て
の
経
験
が
無
条
件

に
１
０
０
分
の
１
０
０
で
換
算
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
１
０
０
分
の
１

０
０
以
下
の
範
囲
で
換
算
す
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
国
の
換
算
方
法
の
変
更

点
や
、
先
進
自
治
体
の
判
断
例
を
確
認

し
、
見
直
し
を
研
究
す
る
。

町
財
政

問
　

大
型
施
設
の
建
設
を
停
止
し

て
、
歳
出
を
抑
え
な
か
っ
た
経
緯
は
。

答
　

鮎
壺
公
園
は
平
成
28
年
度
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
29
年
度
の
計
画

で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
な
ど
外
的
要
因
に

よ
る
歳
出
増
が
発
生
す
る
以
前
よ

り
、
健
全
な
財
政
状
況
に
裏
付
け
ら

れ
て
事
業
に
着
手
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
大
型
事
業
が
財
政
調
整
基
金

（
町
の
貯
金
）
の
急
激
な
減
少
の
要

因
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　

財
政
調
整
基
金
を
増
加
さ
せ
る

プ
ラ
ン
と
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答
　

現
時
点
で
は
、
短
期
的
な
財
政

状
況
の
好
転
を
図
る
こ
と
は
現
実
的

で
は
な
く
、
す
べ
て
の
施
策
、
事
業

を
一
度
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
再
構
築
す
る

変
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
外
部
有
識
者

で
組
織
さ
れ
る
行
財
政
変
革
会
議
に

お
い
て
、
多
角
的
な
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
全
庁
を
挙
げ
て
変
革
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
、
ま

ず
は
経
常
的
な
歳
出
削
減
を
図
る
と

と
も
に
、
現
在
進
め
て
い
る
長
泉
中

学
校
の
建
て
替
え
を
は
じ
め
と
し
た

今
後
の
学
校
施
設
整
備
の
方
針
を
定

め
た
上
で
、
様
々
な
公
共
資
産
の
有

効
的
な
活
用
等
を
進
め
、
財
政
調
整

基
金
残
高
が
標
準
財
政
規
模
の
20
％

程
度
で
あ
る
、
20
億
円
程
度
で
維
持

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
　

指
定
管
理
者
制
度
を
見
直
し

て
、
い
く
つ
か
の
町
営
施
設
を
町
の

直
営
に
戻
す
考
え
は
。
ま
た
固
定
費

が
か
さ
む
大
型
町
営
施
設
の
停
止

や
、
売
却
に
つ
い
て
見
解
は
。

答
　

施
設
の
設
置
目
的
や
利
用
状

況
、
収
支
状
況
な
ど
を
評
価
、
検
証

し
、
指
定
管
理
者
制
度
の
継
続
や
直

営
へ
の
移
行
、
さ
ら
に
は
民
間
譲
渡

や
廃
止
と
い
っ
た
選
択
肢
も
含
め
、

第
３
回
変
革
会
議
で
の
議
論
を
も
と

に
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
と
っ
て
最
も

望
ま
し
い
将
来
像
の
検
討
を
実
施
し

て
い
く
。
施
設
利
用
料
金
は
第
４
回

行
財
政
変
革
会
議
で
行
政
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
適
正
化
、
効
率
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
体
制
の
テ
ー
マ
の
も
と
議

論
い
た
だ
い
た
上
で
、
受
益
者
負
担

の
適
正
化
の
観
点
や
施
設
の
維
持
管

理
コ
ス
ト
、
他
市
町
の
状
況
、
利
用

者
の
負
担
感
を
勘
案
し
て
検
討
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

企
業
誘
致

問
　

民
間
企
業
の
知
見
を
生
か
し
た

長
泉
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
企
業
誘
致
を
。

答
　

企
業
誘
致
は
土
地
の
形
状
や
区

域
の
面
積
、
周
辺
の
土
地
の
状
況
や

土
地
の
価
格
な
ど
に
よ
っ
て
、
選
択

す
べ
き
開
発
手
法
は
変
わ
っ
て
く
る
。

令
和
は
１２
年
操
業
を
目
標
に
、
冷
凍

倉
庫
業
を
営
む
企
業
が
進
出
を
予
定

し
て
お
り
、
現
在
関
係
法
令
の
許
可

手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
開

発
計
画
地
の
条
件
を
考
慮
し
最
良
の

手
法
で
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
く
。

問
　

町
内
の
豊
富
な
水
資
源
を
生
か

し
て
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
誘
致
を
。

答
　

飲
料
製
造
業
は
、
大
量
の
水
資

源
の
確
保
、
排
水
処
理
へ
の
対
応
な
ど
、

立
地
に
あ
た
っ
て
慎
重
に
検
討
す
べ

き
課
題
も
あ
る
た
め
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
誘
致
を
進
め
る
考
え
は
な

く
、
雇
用
や
設
備
投
資
に
よ
る
税
収

効
果
な
ど
を
総
体
的
に
判
断
し
た
中

で
誘
致
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

問
　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
配
置
見

直
し
の
必
要
性
は
。

答
　

令
和
２
年
度
か
ら
の
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
の
運
用
開
始
に
よ

り
、
人
件
費
は
臨
時
職
員
制
度
と
比

較
し
一
人
当
た
り
１・５
倍
を
超
え
、

累
計
約
10
億
円
の
歳
出
増
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
配
置
が
困
難
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
他
市
町
で
は
配

置
さ
れ
て
い
な
い
各
種
補
助
員
、
支

援
員
な
ど
の
必
要
性
、
優
先
度
な
ど

検
討
を
す
べ
き
と
の
考
え
に
至
っ
た
。

問
　

学
校
と
の
協
議
は
。

答
　

他
市
町
と
の
配
置
状
況
の
比
較

を
行
い
、
各
小
中
学
校
か
ら
実
際
の

教
育
現
場
と
し
て
の
判
断
を
い
た
だ

き
、
実
態
と
照
ら
し
合
わ
せ
教
育
環

境
な
ど
の
維
持
に
必
要
な
職
種
、
人

数
、
従
事
時
間
な
ど
の
再
検
討
を

行
っ
た
教
育
委
員
会
案
が
示
さ
れ
、

こ
れ
に
基
づ
い
た
見
直
し
を
実
施
す

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
配
置
見
直
し

で
直
ち
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
る
こ

と
は
想
定
し
て
い
な
い
。

問
　

不
安
視
し
て
い
る
保
護
者
も
い

る
。
支
援
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合

に
は
迅
速
で
柔
軟
な
対
応
を
。

答
　

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
児
童
一

人
ひ
と
り
に
対
し
て
支
援
を
し
て
い

く
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
学

校
現
場
の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾

け
、
支
援
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合

に
は
、
必
要
な
支
援
が
確
実
に
届
く

よ
う
引
き
続
き
学
校
と
連
携
協
力
を

図
っ
て
い
く
。

多
様
な
人
材
を
幅
広
く
確
保
す
る
た
め
の
手
立
て
は

減
ら
し
た
財
政
調
整
基
金
の
回
復
は

特
に
支
援
の
必
要
な
児
童
に
対
し
柔
軟
な
対
応
を

住みごこちランキング７年連続１位の長泉
職場としても選ばれる長泉に

民間企業の誘致が決まった、長泉沼津インター周辺エリア

優秀な人材の確保
や職員のやる気・
能力を引き出す取
り組みが住民に寄
り添った施策とな
り住みよい長泉へ
とつながる。

広報ながいずみで
財政面の危機的状
況を町民に公表し
たなら、回復プラ
ンの公表もあわせ
て必要だ。

石川 美穂議員の視点 小永井 康一議員の視点
まちづくりまちづくり
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「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

町
広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
徹
底
す
る

防
災
気
象
情
報

問
　

昨
年
８
月
の
大
雨
で
の
土
砂
災

害
警
報
で
元
長
窪
区
の
一
部
に
避
難

指
示
が
出
た
。消
防
団
の
活
動
内
容
、

避
難
所
開
設
状
況
、
避
難
者
数
は
。

答
　

消
防
団
員
全
員
を
招
集
し
、
対

象
地
域
の
巡
回
と
警
戒
活
動
を
実
施

し
た
。
区
公
会
堂
を
避
難
所
と
し
て

開
設
し
、
対
象
地
域
に
避
難
指
示
を

発
令
し
た
が
、
避
難
者
は
居
な
か
っ

た
。問

　

昨
年
12
月
気
象
庁
と
国
土
交
通

省
は
新
防
災
気
象
情
報
の
運
用
を
今

年
５
月
下
旬
か
ら
始
め
る
と
発
表
し

た
。
特
別
警
報
や
危
険
警
報
な
ど
こ

れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
情
報
改
変
に

な
る
。
ど
の
よ
う
に
社
会
に
定
着
さ

せ
避
難
行
動
に
つ
な
げ
る
考
え
か
。

答
　

町
と
し
て
５
月
号
広
報
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
新
た
な
制
度
の
周

知
を
図
る
。
ま
た
、
例
年
実
施
し
て

い
る
浸
水
想
定
区
域
な
ど
を
対
象
と

し
た
説
明
会
や
区
長
会
、
自
主
防
災

会
連
合
会
会
議
な
ど
の
各
種
機
会
で

周
知
啓
発
し
た
い
。

道
路
交
通
法
の
改
正

問
　

今
年
９
月
か
ら
生
活
道
路
の
法

定
速
度
が
60
㎞
か
ら
30
㎞
に
引
き
下

げ
ら
れ
る
。
交
通
規
制
に
係
る
路
面

標
示
や
標
識
の
設
置
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
　

交
通
規
制
に
係
る
路
面
標
示
や

標
識
の
設
置
の
判
断
は
、
県
公
安
委

員
会
が
行
う
た
め
、
町
は
制
度
改
正

の
周
知
を
７
月
号
広
報
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
実
施
す
る
。

問
　

今
年
４
月
か
ら
16
歳
以
上
が
自

転
車
で
交
通
違
反
を
し
た
際
、
反
則

金
納
付
を
通
告
で
き
る
交
通
反
則
切

符
制
度
が
始
ま
る
（
青
切
符
）。
町

は
自
転
車
通
行
の
安
全
確
保
の
施
策

を
考
え
て
い
る
か
。

答
　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、

歩
道
を
通
行
で
き
る
状
況
の
例
示

や
、
歩
道
を
通
行
す
る
場
合
に
歩
行

者
が
い
る
状
況
を
最
優
先
し
、
自
転

車
が
徐
行
や
停
止
の
対
応
を
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
周
知
徹
底
す

る
。
ま
た
裾
野
警
察
署
と
連
携
し
て

啓
発
活
動
を
実
施
す
る
。

問
　

昨
年
発
表
さ
れ
た
静
岡
県
の
自

転
車
通
行
で
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率

は
９・
９
％
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
６
位

だ
っ
た
。
着
用
率
向
上
は
町
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
ヘ

ル
メ
ッ
ト
購
入
助
成
の
考
え
は
。

答
　

高
校
生
の
所
持
の
義
務
化
な
ど

着
用
の
動
き
も
進
ん
で
い
る
た
め
、

購
入
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

災
害
対
策
基
本
法
改
正

問
　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
明
文

化
さ
れ
た
。
防
災
と
福
祉
の
連
携
が

重
要
と
考
え
る
が
。

答
　

町
は
こ
れ
ま
で
福
祉
関
係
団
体

と
各
種
会
議
や
訓
練
で
連
携
し
て
い

る
。
今
後
も
防
災
と
福
祉
の
連
携
体

制
の
構
築
に
務
め
る
。

問
　

町
か
ら
の
要
請
で
福
祉
会
館
に

設
置
さ
れ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
へ
の
支
援
は
。

答
　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
運
営
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
体

と
な
る
。
町
は
災
害
対
策
本
部
と
の

連
絡
調
整
、
情
報
提
供
、
資
機
材
の

確
保
及
び
財
政
支
援
を
担
い
、
連
携

し
被
災
者
支
援
を
す
る
。

町
民
の
生
活
に
関
わ
る
法
律
改
正
へ
の
対
応
は

町の要請で災害ボランティアセンターが設置される福祉会館 保護者向けリーフレットの一部。デジタルタトゥー（拡散さ
れたプライバシーの画像など）は容易に消せないので要注意。

昨年、道路交通法
や災害対策基本法
など住民の安全安
心な生活に関わる
法律改正があり、
町も法律改正への
対応が必要だ。

情報は町民の財
産。町のめざすゴ
ールに向けて現在
地や課題を的確に
発信し、住民に我
が事として捉えて
もらうことが重要。

大沼 正明議員の視点 長野 晋治議員の視点
防災・交通 子育て・教育

答
弁

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
家
庭
に
配
布
し
て
い
る

答
弁

町
民
と
状
況
を
共
有
し
理
解
、
協
力
を
得
て
い
く

問
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
誹
謗
・
中
傷
、

い
じ
め
、
個
人
情
報
の
流
出
や
犯
罪

被
害
に
巻
き
込
ま
れ
た
事
例
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
学
校
で
の
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
が
必
要
で
は
。

答
　

個
人
情
報
の
流
出
や
ネ
ッ
ト
上

の
書
込
み
禁
止
、
情
報
モ
ラ
ル
を
身

に
つ
け
る
な
ど
、
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、「
親
子
で
話
そ
う
‼

家
庭
で
つ
く
る
わ
が
家
の
ス
マ
ホ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ル
ー
ル
」
と
い
う

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
。

チ
ー
ム
担
任
制

問
　

チ
ー
ム
担
任
制
導
入
の
学
校
が

増
加
し
て
い
る
。
複
数
の
目
で
児
童

生
徒
の
得
意
を
見
い
出
す
工
夫
を
。

答
　

教
員
か
ら
は
、
児
童
を
み
ん
な

で
育
て
よ
う
と
す
る
意
識
が
芽
生
え

た
こ
と
、
児
童
か
ら
は
、
相
談
す
る

先
生
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
、
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
一
方
、

責
任
の
所
在
の
曖
昧
さ
な
ど
が
課
題

で
あ
り
、
効
果
を
他
自
治
体
の
状
況

を
注
視
し
情
報
収
集
し
て
い
く
。

学
校
図
書
館
補
助
司
書
廃
止

問
　

学
校
図
書
館
補
助
司
書
廃
止
に

伴
う
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

答
　

各
学
校
に
地
域
学
校
協
働
本
部

が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必

要
に
応
じ
て
、
学
校
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
協
働
し
て
学
校
図
書
館
の
運
営

を
進
め
、
さ
ら
に
、
町
民
図
書
館
の

司
書
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

問
　

行
政
運
営
の
基
本
方
針
に
「
町

民
と
と
も
に
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
真
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
問
い
直
す
」
と
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
町
民
を
取
り
込

ん
で
い
く
の
か
。

答
　

町
の
行
財
政
変
革
へ
の
認
識
を

町
民
と
共
有
す
る
た
め
、
２
月
町
広

報
に
て
特
集
を
掲
載
し
た
。「
今
な

ぜ
、
何
の
た
め
に
見
直
し
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
い
っ
た
認

識
を
町
民
と
共
有
す
る
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
、
引
き
続
き
町
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に
加
え
、

様
々
な
機
会
を
捉
え
直
接
丁
寧
な
情

報
提
供
に
努
め
、
町
が
一
体
と
な
っ

た
変
革
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い

く
。

行
財
政
変
革
の
取
組
み

問
　

歳
出
削
減
の
主
な
も
の
は
。

答
　

学
校
関
係
の
会
計
年
度
任
用
職

員
の
配
置
見
直
し
に
よ
る
34
人
の
削

減
で
約
１
億
円
、
職
員
の
地
域
手
当

の
引
き
下
げ
に
よ
る
約
４
千
万
円
な

ど
、
全
庁
的
な
見
直
し
に
よ
り
、
約

２
０
０
項
目
、
約
３
億
円
の
削
減
を

８
年
度
当
初
予
算
に
て
実
施
し
た
。

問
　

町
民
と
の
情
報
共
有
、
情
報
発

信
の
あ
り
方
は
。

答
　

行
財
政
変
革
に
よ
る
事
業
の
縮

小
や
廃
止
を
含
め
、
重
要
施
策
な
ど

の
進
捗
に
つ
い
て
、
町
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
そ
の
経
緯
や
必
要

性
な
ど
適
切
に
住
民
に
伝
え
て
い

く
。

児
童
生
徒
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
注
意
喚
起
を

行
政
運
営
に
町
民
を
ど
う
取
り
込
む
か
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「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

先
進
自
治
体
の
活
用
事
例
な
ど
を
研
究
し
て
い
く

答
弁

総
合
計
画
に
基
づ
き
効
果
的
・
効
率
的
に
配
分
す
る

答
弁

計
画
に
記
載
す
る
の
は
適
当
で
な
い
と
考
え
る

問
　

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ

ル
ツ
イ
ン
は
防
災
に
留
ま
ら
ず
、
消

防
・
建
設
・
農
林
水
産
・
脱
炭
素
・

地
域
資
源
の
保
全
・
空
き
家
の
保
全

状
況
確
認
・
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
な

ど
多
様
な
業
務
の
活
用
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
現
地
撮
影
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
生
成
の

一
連
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
短
時
間
で

完
結
で
き
、
素
早
く
正
確
に
情
報
取

得
が
で
き
る
。
町
が
進
め
る
業
務
効

率
化
の
一
助
と
な
る
「
デ
ジ
タ
ル
ツ

イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
導
入
は
。

答
　

ド
ロ
ー
ン
は
、
大
規
模
災
害
発

生
時
に
、
被
害
現
場
の
状
況
把
握
を
安

全
か
つ
早
期
に
行
う
こ
と
で
迅
速
な
人

命
救
助
な
ど
の
災
害
対
応
に
つ
な
げ

る
目
的
で
活
用
し
始
め
た
。
ま
ず
は
、

目
的
に
沿
っ
た
活
用
に
注
力
す
る
た

め
、
ド
ロ
ー
ン
の
免
許
取
得
や
訓
練

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

将
来
的
に
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
の
幅
を

広
げ
る
観
点
で
、
先
進
自
治
体
の
活

用
事
例
な
ど
を
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

問
　

主
権
者
教
育
の
今
後
の
取
組
は
。

答
　

多
様
化
す
る
新
た
な
課
題
に
対

し
て
ど
の
様
に
対
応
す
べ
き
か
を
考

え
る
教
育
へ
と
変
化
し
て
お
り
、
主

体
的
に
社
会
参
画
す
る
力
を
養
い
、

身
近
な
社
会
や
世
界
に
目
を
向
け
、

未
来
の
社
会
を
築
い
て
い
く
重
要
な

取
組
で
あ
る
。
児
童
生
徒
が
主
体
的

か
つ
民
主
的
に
社
会
へ
参
画
す
る
意

識
を
高
め
た
い
。

予
算
編
成
の
重
点
は

問
　

予
算
配
分
の
重
点
は
ど
の
よ
う

な
基
準
で
決
め
る
の
か
。

答
　

当
初
予
算
の
編
成
は
、
町
の
最

上
位
計
画
で
あ
る
総
合
計
画
に
掲
げ

る
目
指
す
町
の
姿
の
実
現
に
向
け
、

長
泉
町
予
算
の
編
成
及
び
執
行
に
関

す
る
規
則
に
基
づ
き
予
算
編
成
方
針

を
作
成
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果

的
、
効
率
的
に
配
分
し
て
い
る
。
重

点
と
す
る
政
策
分
野
の
選
定
や
予
算

の
配
分
は
、
総
合
計
画
に
定
め
る
基

本
目
標
を
基
軸
と
し
な
が
ら
実
施
計

画
に
お
い
て
事
業
の
進
捗
状
況
や
財

政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
判
断
し
て

い
る
。

問
　

事
業
の
見
直
し
を
す
る
予
算

で
、
廃
止
事
業
は
十
分
な
説
明
を
。

答
　

事
業
の
廃
止
や
縮
小
に
つ
い
て

議
論
を
進
め
る
前
段
階
と
し
て
、
当

町
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
財
政
状

況
や
将
来
へ
の
影
響
な
ど
を
、
町
民

に
正
確
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
必

要
が
あ
り
、
２
月
町
広
報
で
特
集
を

組
ん
で
い
る
。
こ
の
現
状
の
認
識
を

町
民
と
共
有
し
た
上
で
、
行
財
政
変

革
会
議
に
お
い
て
事
業
の
見
直
し
を

進
め
、
特
に
廃
止
や
縮
小
を
伴
う
場

合
に
は
、
そ
の
必
要
性
や
経
緯
な
ど

を
様
々
な
媒
体
を
通
じ
て
、
町
民
に

理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
丁
寧
な
情
報

提
供
に
努
め
て
い
く
。

不
交
付
団
体
と
し
て
の
要
請

問
　

補
助
金
や
給
付
金
な
ど
の
減
額

が
あ
る
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体

と
し
て
、
制
度
改
善
の
要
請
は
。

答
　

各
種
制
度
改
正
に
対
す
る
要
望

は
、
県
内
の
不
交
付
団
体
の
首
長

が
、
令
和
６
年
度
か
ら
共
同
で
要
望

活
動
を
行
い
、
当
町
も
令
和
６
年
度

は
副
町
長
、
令
和
７
年
度
は
町
長
が

総
務
省
の
政
務
官
に
直
接
、
要
望
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
財
務
省
へ
の

要
望
を
は
じ
め
静
岡
県
町
村
会
な
ど

を
通
し
て
の
要
望
活
動
も
継
続
的
に

行
っ
て
い
る
。

特
定
健
診
の
向
上

問
　

健
康
診
断
時
に
オ
プ
シ
ョ
ン
と

し
て
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
検

査
を
導
入
で
き
な
い
か
。

答
　

町
の
国
保
特
定
健
診
は
、
国
が

定
め
る
「
標
準
的
な
健
診
・
保
健
指

導
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
実
施
し

て
お
り
、
検
査
を
導
入
す
る
予
定
は

無
い
が
、
問
診
票
に
「
睡
眠
で
休
養

が
と
れ
て
い
る
か
」
の
項
目
を
設

け
、
健
診
受
診
時
の
医
師
に
よ
る
指

導
や
、
受
診
後
の
特
定
保
健
指
導
に

お
い
て
、
睡
眠
の
量
・
質
の
確
保
の

重
要
性
の
指
導
や
必
要
に
応
じ
て
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
可
能
性
に
よ

る
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。

問
　

特
定
健
診
の
受
診
率
を
ど
う
捉

え
、
分
析
し
て
い
る
の
か
。

答
　

特
定
健
診
の
受
診
率
は
、
令
和

６
年
度
で
４８・
９
％
に
な
り
、
前
年

度
か
ら
１・
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

お
り
、
こ
の
数
値
は
県
内
で
も
上
位

に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
受
診
率

は
、
医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
、
日

曜
日
の
集
団
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
受

診
費
用
の
助
成
な
ど
、
受
診
機
会
の

確
保
に
努
め
て
き
た
こ
と
が
、
受
診

率
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

問
　

森
林
火
災
や
密
集
地
に
よ
る
大

規
模
火
災
は
、
強
風
や
少
雨
な
ど
の

気
象
状
況
に
よ
り
そ
の
規
模
は
拡
大

し
て
い
る
。
火
災
の
大
半
は
不
可
抗

力
に
よ
っ
て
発
生
し
延
焼
す
る
こ
と

で
、
そ
の
被
害
に
あ
っ
た
方
は
、
生

活
が
一
変
し
て
し
ま
う
。
町
が
で
き

る
当
事
者
へ
の
救
済
措
置
は
。

答
　

公
的
支
援
が
受
け
ら
れ
る
も
の

と
し
て
、
大
規
模
火
災
が
発
生
し
、

建
物
な
ど
に
被
害
を
受
け
た
場
合
、

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
基
づ
く

支
援
金
の
支
給
が
適
用
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
。
適
用
は
、
自
然
現
象
に
よ

り
生
ず
る
自
然
災
害
に
お
い
て
、
同

法
施
行
令
に
定
め
る
10
以
上
の
世
帯

が
全
壊
す
る
被
害
が
発
生
し
た
市
町

村
の
区
域
が
要
件
と
な
る
。
町
で
は
、

見
舞
金
の
支
給
や
固
定
資
産
税
な
ど

の
減
免
、
町
営
住
宅
へ
の
入
居
や
家

賃
の
減
免
な
ど
の
支
援
が
あ
る
。

問
　

火
災
に
よ
る
被
害
の
「
大
小
」

の
線
引
き
は
難
し
い
が
、
被
災
者
が

前
向
き
と
な
る
救
済
措
置
が
必
要

だ
。
地
域
防
災
計
画
に
明
確
な
支
援

策
を
記
載
す
べ
き
で
は
。

答
　

災
害
対
策
基
本
法
に
よ
り
地
域

防
災
計
画
に
お
け
る
火
災
は
、
大
規

模
火
災
に
つ
い
て
定
め
る
と
さ
れ
て

お
り
、
小
規
模
火
災
に
つ
い
て
記
載

す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え

る
。
火
災
の
状
況
は
様
々
な
ケ
ー
ス

が
あ
り
、
規
模
の
判
断
は
難
し
い
。

延
焼
が
拡
大
し
た
場
合
は
、
必
要

に
応
じ
て
災
害
対
策
本
部
体
制
を
取

り
、
適
切
に
対
応
し
た
い
。

ツ
イ
ン
デ
ジ
タ
ル
導
入
で
効
率
的
行
政
運
営
を

重
点
政
策
を
選
定
す
る
予
算
編
成
の
考
え
方
は

小
規
模
火
災
で
も
防
災
計
画
で
の
救
済
措
置
を

ドローンの効率的運営と活用が必要だ。 町の財政状況を知らせる「特集」
広報「ながいずみ」２月号

住みたい町・住ん
で良かった町。未
来を見据えた住み
よい街とするた
め、何ができるか、
何をすべきか。

不交付団体として
43年間健全財政を
維持して来た。制
度の制約もあり、財
政的に厳しくなって
きたが、住民サー
ビスは維持すべき。

堀内 浩議員の視点 福田 明議員の視点
くらし まちづくり

デジタルツイン…現実世界のデータを基に、コンピューター上に現実そっくりの仮想空間を再現する技術。 不交付団体…国から「地方交付税」をもらわなくても、自分たちの税収だけで財政が成り立つ自立した自治体。
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効果的ほほえ
ましく

長泉が
大好き

未来に
投資

一日でも
早く

クイズのこたえと、住所・氏名・年齢・電話番号、
議会だよりへの感想を書いて、❶❷❸いずれかで
お送りください。

❶はがき　〒411-8668　長泉町中土狩828番地
　　　　　長泉町議会　広報広聴常任委員会宛

❷ FAX 
　 055-986-5905

プレミアム商品券事業、素
晴らしい施策だと思いま
す。物価高対策には、大変
効果的であり、町内の店舗
も活気づくと思います。

　　　　　　　　すごく、待っていました。
� （50代）

コミュニティバスが南北線
のみとなり不便を感じてい
ます。一日でも早くオンデ
マンド交通の実施を望みま
す。� （70代）

園児の凧揚げの様子、とても
ほほえましく拝見させていた
だきました。� （40代）

住みやすい町で長泉が大好き
です。この大好きな町をより
よく、より安心に暮らしてい
けるような議論、取り組みを
引き続きお願いしたいです。

� （30代）

教育や産後ケアなど、未来の
ための投資をしていることが
わかり、安心しました。長泉
町が大好きなので、住み心地
のよいまちとしてもっと知名

　　　　　　　　度が上がっていくと嬉しいです。
� （20代）

❸応募
　フォーム

わたしも一言
読んだ・わかった・考えた 議会だよりNo.217 への感想や町への

「ひと言」を多数いただきました。
皆さんは、どう考えますか？

No.217 は
こちらから読めます

ヒント…長さ130mのつり橋「遊々橋」やきれいな小川が流れ
ている。周辺にはビュフェ美術館や井上靖文学館など
もあり、文化の香りが漂う自然公園です。

156 回目！
きっと・ずっと・もっと！わが町 "発見 "クイズ

「駿河〇自然公園」

応募して
みませんか

締切は５/31（日）消印有効
※当選は商品の発送をもってかえさせていただきます

◆前回のこたえは水と 緑 の杜公園でした。
　（応募114通　正解114通）

他市町の取り組みを自分たちの目で捉え、議会広報に還元
１日目：栃木県高根沢町
議会だよりの編集方針や議会報告会の運営をテーマに栃木県高根沢町を視察。高根沢町ではあえて余白
を入れすっきり読みやすい紙面にしたり本会議に傍聴にきた方へのインタビュー記事を掲載し生の声を
掲載するなどの取り組みを行っており、長泉町でも新たな特集記事の考案や記事構成の際に積極的に取
り入れていきたい。
２日目：町村議員広報クリニック（東京都千代田区）
通常の広報クリニックとは違い、講師の方のクリニックに加え、参加する他町村の議員同士でクリニッ
クを行う形式であったため、同じ立場でありながら様々な視点から課題点や見え方、評価点などを今一
度認識することができた。
これからも、町民の皆さまとの双方向のコミュニケーションツールとなるよう日々研鑽に取り組んでい
きたい。

＼町の取り組みをＰＲ！／

全国から視察を
受け入れました

日　付 議会名 視察テーマ
令和7年7月3日 神奈川県愛川町 地域産業の創出について

7月10日 埼玉県所沢市 水道料金について
7月16日 宮城県石巻市 子育て支援施策・移住定住施策について
7月28日 新潟県五泉市 議会広報について
7月30日 香川県三豊市 議会広報について

令和8年1月20日 茨城県常陸大宮市 議会広報について
1月22日 群馬県吉岡町 議会広報について
1月29日 愛知県岩倉市 カスタマーハラスメント防止条例について
2月3日 茨城県結城市 議会広報について
2月5日 愛知県東浦町 議会広報について

＼より読んでもらえる広報紙に！／

広報広聴常任
委員会視察研修
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Editor’s note
きっと・ずっと・もっと
新年度が始まり、進級や進学、就
職など新しいスタートを感じる頃
です。議会でも暮らしに関わるさ
まざまな課題について議論を重ね
ていますので、みらいずみを通じ
て議会を身近に感じていただけれ
ばと思います。� （葊末美香）

高齢者や視覚の弱い方にも配慮した
ユニバーサルデザインフォントを�
使用しています

No.218
2 0 2 6 . 5 . 1

（令和８年３月定例会）

議会のこと、届けます

フォローはこちらから
Instagram Facebook

Instagram・Facebook
やっています

渡辺さん親子（下土狩）

子どもがのびのびと園で過ごしている姿を見て成長を感じ嬉しく
思います。成長していくとともに費用がかかるので補助の拡充を
町に期待したい。

＼議員が取材／
今号の表紙のひと
interview

南こども園
サッカー教室 編

曇り空の寒い日でしたが、エスパルスに所属するコーチたちが指導するサッ
カー教室が開かれました。体操やボールを使ってのゲームの後、園児たちは
グループに分かれて元気に試合。長泉の未来を担う子ども達の姿を見て、私
たちも元気をもらいました。� （取材…福田議員・髙田議員）

Gikai-voice

次の定例会は
6月 1 日（月）開会予定
審議日程や議案一覧などは５月26日ごろホームページに掲載予定

長泉町議会

傍聴は議場で！スマホで！
「いつでも・だれでも」
議場は役場３階。傍聴したい方は議会ホームページで予定を確認して
いただくか、議会事務局にお問合せください。
� （℡０５５－９８９－５５２６）

お詫びと訂正
みらいずみ217号（２月１日号）15ページ「わが町発見クイズ前回応募数」
に誤りがありましたので、訂正してお詫び申し上げます。

　（誤）応募123通　正解123通　　　　（正）応募103通　正解103通


